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別紙

標準図等活用発注要領

（目的）

第１ この要領は、標準図等を活用して建設工事（工事の実施細目について（防

整技第７１６７号。２８．３．３１）第２第１号に規定する建設工事をい

う。以下に同じ。）を発注するために必要な基本事項を定めることを目的

とする。

（通則）

第２ 標準図等を活用する建設工事の発注に当たっては、工事条件を的確に把

握し、設計図書、建設工事請負契約書及びこの要領に基づき適正に行うも

のとする。

（区分）

第３ 標準図等を活用する工事発注方式の区分は次による。

１ Ａ方式

標準図又は類似施設の図面を活用し、建設工事を発注した後に、施工に

必要な調査を行い、詳細図及び数量調書（以下「詳細図等」という。）を

受注者に作成させ、後日精算する方式。

２ Ｂ－１方式

既存施設の図面を活用し、建設工事を発注した後に、施工に必要な数量

調書を受注者に作成させ、後日精算する方式。

３ Ｂ－２方式

別途発注の設計業務による成果品を分割等編集した設計図により、建設

工事を発注した後に、施工に必要な数量調書を受注者に作成させ、後日精

算する方式。

４ Ｂ－３方式

別途発注の設計業務が完了する前に建設工事を発注する場合で、建設工

事を発注した後に、別途発注の設計業務の成果品を基に受注者と協議し、

後日精算する方式。

（工事の着手及び工期）

第４ 工事目的物の直接的な着手は、調査の成果及び詳細図等の承認を得て、

建設工事請負契約書第２０条による設計図書の変更を行った後とする。

なお、工期については、調査及び詳細図等の作成に要する期間を含めて設定す

るものとする。

（調査及び詳細図等）

第５ 標準図等を活用して建設工事を発注する場合には、特記仕様書に必要事

項を明記し、必要な調査費及び詳細図等作成費を積算価格に計上するもの

とする。



（積算価格の構成）

第６ 積算価格の構成は次のとおりとする。

直接工事費

準備費等

工事価格 工事原価 共通仮設費

現場管理費 調査費及び詳細図等作成費

積算価格 一般管理費等

寄託品取扱費

消費税等相当額

（調査費及び詳細図等作成費の算定）

第７ 調査費及び詳細図等作成費の算定については、整備計画局施設整備官（以

下「施設整備官」という。）の定めるところによる。

（設計変更）

第８ 計画変更に伴う設計変更を行う場合は、本要領に準じて、実情勘案の上、

実施することができる。

（特例）

第９ 標準図等を活用する建設工事の発注に当たり、この要領によりがたい場

合には整備計画局長と協議するものとする。

（細則）

第10 この要領に定めるもののほか、この要領の実施に関し必要な事項は施設

整備官が定めるものとする。


